










The Processed Tea Business by Mitsui
in Earlier Period of Meiji era
木　山　　　実 　
Some previous studies about the history of Mitsui have pointed
out that in early Meiji period Mitsui had engaged in processed tea
business for short term. But the studies have hardly showed authority.
The purpose of this article is to clarify the actual situation based on
the Mitsui Bunko (Mitsui Research Institute for Social and Economic
History) possession documents. As a result, Mitsui-gumi-Kokusankata,
invited by some foreign merchants, had engaged in the business separately






















































ルトヲ以テ過半之ヲ腐敗セシメ非常ノ損耗ヲ来タセシト云フ · · ·
此年（明治 12年－筆者注）ノ民業ニ係ルモノハ三井国産会社ハ前年ノ如























































































引をしていたが、幕末の安政開港の翌年に横浜にも進出し、1862 年 12 月に正式に横浜支店を
開設した。日本からは生糸、茶を輸出し、ロイズ保険組合の代理店を営んだ。アダムソン、ベル
商会に社名変更したのは幕末の慶応 2、3（1867）年頃である。横浜開港資料館／（財）横浜開
港資料普及協会編『図説横浜外国人居留地』（有隣堂、平成 10 年）83 頁。
5) 『稿本三井物産株式会社 100 年史』（日本経営史研究所、昭和 53 年）89 頁。
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経済学論究第 73 巻第 2 号
れたことを受け、三井銀行横浜店の土蔵が製茶場として適しているのではない
かという見込みを三井物産の木村正幹が勧商局に申し出たものである。「はじ
























8) 前掲、「〈史料紹介〉三井物産会社「日記」（第 1 号）」350 頁。
































11) 高瀬英祐が明治 7 年に三井組国産方が創設された際、拝司永造、北丘文兵衛とともに取締役で
あったことは、『三井事業史』資料篇 2（三井文庫、昭和 52 年）505 頁参照。
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第二　 · · ·（略）· · ·
第三　製造局ニ於テ茶ヲ買入レ焙製シ荷梱ヲ為セシ後甲ハ之ヲ神戸ニ輸










































16) ただ三井組が廃された明治 9 年 7 月から 8 ヶ月ほどがたった明治 10 年 3 月に高瀬英祐によっ
て書かれた照会書【資料 9】の宛名に見られるように、三井組という呼称は使用され続けている。
17) 三井文庫所蔵史料（請求記号：本 503-9, 10）。
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ば他の 3ヶ所に比して最少の額である。4ヶ所の資本金の合計は 5万 1000円
余であるが、これは国産方、あるいは大元方から投じられたもので、三井物産
は無関係であったとみられる。




20) ただし大津は 8 月 15 日時点、篠山は 8 月 23 日時点、関は 8 月 29 日時点、水口は 8 月 11
日時点というふうに場所によって日が異なる。
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治 11年 3月 27日にお雇い外国人の増員を願出ている（表 4）。これを表 1と
比べると、表 4で筆頭の米国人ドブルユーエッチ・マカンブ以外は全員入れ
21) 三井文庫所蔵史料（請求記号：本 503-6）の「第弐号」文書。






















23) 明治 10 年 9 月 15 日の『読売新聞』2 面に国産方の製茶業に関する記事が掲載されているが、
そこでは「支那人を雇ッて紅茶を製すにつき取締りのために頼んでおいた英国人が此度帰国す
る」とあるから、この頃に英国人ゴールスミッツは帰国したとみられる。
24) 前掲、「〈史料紹介〉三井物産会社「日記」（第 2 号」132-133 頁。
25) 寺岡寿一編『明治初期の官員録・職員録』第 3 巻（寺岡書洞、昭和 52 年）21 頁。
26) 前掲、『農務顛末』第 2 巻、810 頁。
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同年 3 月 14 日に多田元吉は御雇の石河正龍、梅村精一とともに横浜を発ち、香港などを経由
した上でインドに入り、精力的に視察・調査を行った。多田元吉が紅茶製造機械を購入して東
京に戻ったのは明治 10 年 2 月 9 日である。多田の帰国後、内務省はインド製法に転換してい
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時員には外国人も含まれており35)、明治 11年 3月 12日付の「出張御届36)」
表 6 　三井組製茶掛の本・支店組織（明治 11 年 5 月 27 日）
資料）三井文庫所蔵史料（請求記号：別 2597-1）
に拠り作成。






31) 「本店規則」第 1 条。
32) 「支店規則」第 6 条。
33) 「本店規則」第 2 条。
34) 「支店規則」第 6 条。






















38) 「本店規則」第 60 条、第 61 条。
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39) 「本店規則」第 3 条、第 4 条。
40) 「本店規則」第 17 条。
41) 「本店規則」第 15 条。
42) 「本店規則」第 10 条。
43) 「本店規則」第 71 条、第 72 条。
44) 「支店規則」第 2 条、第 3 条。
45) 「支店規則」第 6 条、第 7 条。
46) 「支店規則」第 6 条、第 10 条。

























48) 「支店規則」第 16 条。
49) 「支店規則」第 19 条。
50) 明治 12 年 1 月 25 日付「御届」（三井文庫所蔵史料〈請求記号：別 2597-11〉所収）。
51) 明治 12 年 2 月 8 日付で遠州金谷から高瀬英祐が東京三井組大元方役場あてに出した文書（三
井文庫所蔵史料〈請求記号：別 2597-11〉所収）。
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こされるなど閉業には困難も伴ったようである。「高第二号」と題された明治 12 年 6 月 16 日
付、丹波笹山からの文書（三井文庫所蔵史料〈請求記号：別 2597-11〉所収）参照。
55) 『東京朝日新聞』明治 22 年 9 月 26 日、1 面。同紙、明治 23 年 12 月 12 日、1 面。
56) 前掲、「〈史料紹介〉三井物産会社「日記」（第 2 号」132 頁。
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　（明治 11年 3月 1日の条）
　　一、横浜支店加藤孝平製茶所出張申付、尤右事務取扱中は本社より支給直
送方馬越江申越ス
































60) 前掲「〈史料紹介〉三井物産会社「日記」（第 2 号）」226-230 頁に「明治 11 年社員分賦金」リ
ストがあり、その 227 頁に加藤孝平の名がある。三井物産から国産方の製茶掛に移籍した岡山
乕次郎と中野用助は当然というべきか、このリストには名はない。
61) 物産「日記」第 5 号（三井文庫所蔵史料、請求記号：物産 5）明治 11 年 9 月 27 日の条、同第
6 号（同、請求記号：物産 6）明治 12 年 1 月 16 日の条。
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62) 前掲、『農務顛末』第 2 巻、829-831 頁。
63) 同前、831-835 頁。

















都に赴いた際、明治 9年 7月末と翌 10年 5月 18日にこの茶園に立ち寄って
点検していたことが、益田の手記に記されている66)。明治 11年 2月に内務省
65) 例えば、表 9 の番号②で 29,000 円の損失引当金が立てられているのは、番号①の事業開始に際
しての「渡シ金」27,467 円 23 銭 8 厘を含んでいるのか、含んでいないのか断定できない。ま
た番号②と③の摘要欄からわかるように、これらの引当金は明治 11 年の分が重複しているとみ
られる。番号②の 29,000 円の損金引当金に番号①の事業開始に際しての「渡シ金」27,467 円
23 銭 8 厘を含んでいるのであれば、損失額は②、③、⑥を合計した 35,786 円余、番号②に①
の「渡シ金」が含まれず、別の損失とされたのであれば、①、②、③、⑥を合計した 63,254 円
余であったのではないかと思われる。ここで本稿の冒頭で紹介した益田孝の回顧である【資料
1】、【資料 2】を再び参照すると、そこで益田は紅茶製造事業から 10 万円を超える損失を出し
たと語っているが、上述の 35,786 円余、63,254 円余はいずれも 10 万円に遠く及ばない。
66) 安岡重明・木山実「〈史料紹介〉益田孝『備忘録』（写本）」（『三井文庫論叢』第 30 号、平成 8
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· · · 明治十年三井物産会社ニテ支那人数名ヲ傭聘シ武儀郡関村ニ於テ紅茶
製造ニ著手ノ事モ有之候処、惜哉同年ハ創始ノ事ニテ人民モ未慣、加ルニ
同社出張員所置ノ宜キヲ得サルヨリ生葉ヲ販売スルモノモ多少損失ヲ醸シ
大ニ土地ノ景気ニ関シ且該茶製造ニ付疑団ヲ生スルモノ有之ニ至レリ · · ·
（中略）· · · 同年（明治 11年─筆者注）三井物産会社々員熊谷義一ナル者
年）294 頁（明治 9 年 6 月 24 日の条）、295 頁（明治 9 年 7 月 29 日の条）、304 頁（明治
10 年 5 月 18 日の条）。
67) 「製茶場支店設立御届」（三井文庫所蔵史料〈請求記号：別 2597-11〉所収）。































【資料 15】物産「日記」明治 13年 5月 8日の条69)
69) 物産「日記」第 8 号（三井文庫所蔵史料、請求記号：物産 8）。
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70) 『公文雑纂』明治 24 年・第 3 巻・内閣各局 3・勲章局 2「三重県平民駒田作五郎へ藍綬褒章授
与ノ件」（国立公文書館デジタルアーカイブ：インターネットで閲覧可能）。



























73) 明治 9-12 年の「社員分賦金」の一覧が前掲、「〈史料紹介〉三井物産会社「日記」（第 2 号」221-234
頁に掲載されている。
74) 例えば物産「日記」明治 10 年 7 月 30 日の条に「四日市駒田より米代金千円内券ニ而到来ス」
というような記載がある。前掲、「〈史料紹介〉三井物産会社「日記」（第 3 号・第 4 号」201 頁。
75) 『三重県史』資料編・近代 3・産業・経済（三重県、昭和 63 年）159 頁。
76) 同前、160-172 頁。
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資本金額は 5万 1000円余であり（表 3）、翌 11年に国産方製茶掛は、さらに





円余 +α）を上の宇治茶園の損失額 35,000円余と合算すれば 10万円に近似し
てくる。だが三井物産が国産方製茶掛の製茶場をすべて継承したと断定するに
は史料がないので、あくまで可能性として指摘するに留めておく。
〔付記〕成稿に際し所蔵史料の閲覧を許可して下さった三井文庫に対し、感謝
申し上げたい。
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